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イーゴワ遠征藷

(ポ liii)

本十、J 1汚‘ rV~

149. ヤロスラーフよ，フセスラーフのなべての了ーたちょ.' いまははや，おみたちは

旗を伏せ，こぼれたつるぎを鞘におさめるほかはなL、。

150曇 お みたちはもはや父祖のほまれを離れたのだ。

149. 1ヤロスラーフよ，フセスラーフのなべての子たちょ」一一一j 完pOCJIaBe(PA ，) H BCH BHyu.e 
BCeCJIaBJIH! (P なし)Szeftel (La Geste， 137)は P.Vjazemskij の説を踏襲 L. このヤ戸スラー

フは，じernigovの JaroslavVアsevolodovic(115の註参照)を指すものと考え. 149-151は， 1180年，

Ol'goviξi系の公たちである上記 Jaroslav と 19or'(Slovoの主人公〉とが Druckの Vseslaviciふの

公たちを攻めて Polockの地主，f乏し た事件を陪討するものと説いています。なおこのとき Vasil'koの

:人の息子， Polockの Vseslav と Vitebskの Brjacislavをふくむ Vselavici糸の公立ちは， Jaro-

slavゃ 19or' こ味方 Lて，同放の公たちと戦レま L主こ。すなわちこの戦L、もまた， fI'ftが投繋 Lてや
まない {KOTopa}のひとつであったわけです。 lpatij年代記 1180年の項参加。

このような解釈に対して， Lixacev (0ρ. cit.， 450-452)は， PAの芦pOCJIaBeを完pOCJIaJIH(すな

わちf)幻こよれば Jaroslavはudryj の子孫たち〉と f訂正してします、その理由は，この簡所のコンテク

ストから言って， 1作者が念頭においているのは， 向か大きな歴史的現象j であることは間違いなく，
したがって，長年にわたる {KOTOPbIJ をやめよというf'f朽のアピー/しは JaroslavMudryj の子孫と

Polckの Vseslavの子孫との全部[すなわち当時のロシアの公めほとんど全部一-S. K.] に討する

ものと見てはじめてお守主jカミゆく， としうにあります¥ ・晃拡力的な説で(，tjわけますが， Stelleckij (vp. 

cit.， lR5-18引がし Dmitrievの認をヲIl、て三ーっているように， UI吐紀末におレては.1<げosla¥' in f 
孫は jaroslavli(なL、 jaroslaviξi) では九:く， ol'goviξi，九:l 、 monomaxovici とよばれて L、た

はずであり， また， 1S1 の r~異教の勢すぐ・・・フセスラーフの r1， 1 へとづ i き人 Æl 7:こ 4 の「ソセスフーブの Ikl へ i

(Ha )KH3Hb BCeCJIaBλ悶) ，主ロシアの同令:誌な射すとは'Jtえられず， 主らにまた，在日によれば， 1-19 

J) BHyu.e BCeCJIaBJIH も， 151 el) Ha )KH3Hb BCeCJIaBJIIO も， hsきらかに 15:$1')， 1"ジ) Vseslav ドうし
ての 1記事への徐被 Lの千三割り fどにえってL‘主すから Lixacev Iノ}二 ω提案はまril斗受けへ)，L冷2 たし、 ιぴ)
土}記、われます行

r-l 、まははや，おみたちは旗を{状J丈之

)KeHH I主設旗友友:を伏せJ1つるぎ主を了鞍に1お:王3ミoさめる iニとは， Li江xa必lcev(伊Oρβ Clιtι.，452お)の言うとおり， 1敗北の
n認 jを意味するもので Lょう u つまり作名は， Jaroslav にせよ， Vseslaviおにせよ，どちらも大玉

名分のなし {KOTopa} ないし {KpaMOJIa} に熱rlrL，あまつさえ i異教の勢をロシアのJ1l!へと引き入
れ j(151)て，それぞれの父祖(すなわち OlegSvjatoslaviとおよび VseslavPolockij)のはまれを

けか iた以上は，以 )jとも負けたも同然である，と言レたいのですυ

なお，不定形 nOHH3HTb，BOH3HTbは多くの研究お(例jえば最近でi主 Lixacev，ubrcbska-Jabloおka，

Stelleckij， Nahtigal)ヵ、命令法ロOHH3HTe，BOH3HTe にあらためていますが，その必要は応りますま

し、。不定形語尾 -THの・Tbへの apocopεl主186Vこも 6bITb とレう部カ hあり cPKHH3IO l1rop泊 He

6bITb KJIHKHy [scil. KJIa，lJ.bHHKy ?])，不定形構支はタuえば 83Iこ倒があります(Jy)Ke HaMb CBOHX'b 
MHJIbIXo JIa，lJ.o HH MbICJIiIO CMbICJIHTH…)。なお LaGeste， 262参摂。

150. 1父祖のほまれを離れたJ--BbICKO羽，ICTeH3b ，lJ.も，lJ.Hも員 CλaBもこtuま144J [...]抗3兄CJIaBb
CbIHも BaCHJIbKOBb[…] npHTperra CJIaBy ，lJ.もえycBoeMy BCeCJIaByと同巧異由の表現です。 Vasil'ko

ij)子 JzjaslavIt Gorodecの戦レでリトマニア人と戦って元んだ (144-145の注参照〉ことによって，

Hじく Vasil'koの子 Vsesl
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木村彰一訳

151. おみたちは，いさかいに我を忘れて，異教の勢をロシアの地，フセスラーフの国

へと引き入れたのだ。

152. そのあらそいにつけ入って，位も末のいま，ボーロヴェツの地の果てから， トロ

イアの国を，よこしまがおそったのだ。

151. Iおみたちは.1..、さかいに我を忘れて・..J--J BbI 60 CBOHMH KpaMOJIa細部羽CTe(A Ha鴨-
CTe) HaBO~HTH noraHl同 Ha3eMJIIO PyCKyIO， Ha >KH3Hb BCeCJIaBJIIO. 149の注にあげた 1180年の

Jaroslav-Igor'対 Vseslaviξi との戦において，前者は polovcyを，また彼らに味方した Vasil'koの

子 Vses)av と Brjaeislavとはリトワニア入を援軍としていました。(Ipatij年代記 1180年の喋参照〉。

[...] Ha 3eMJI陪 PyCKyIO，Ha >KH3Hb BCeCJIaBJIおは「ロシアの地，すなわち Vseslavの領国へjで

はなく. Iロシアの地〈の一部).すなわち Vseslav の領国へJ の意味でありましょう。なお)KH3Hb
はここでは現代ロシア語の ~OCTOßHHe ， 60raTCTBo iこ当たり， (Lixaeev， 0ρ. cit.， 454). したがって
)KH3Hb BCeCJIaBJIIOは I(かつて)Vseslavの領有していた Poloc註公IEJを指します。

152. rそのあられ、につけ入って…J-J瓦OTOpoぉ (PA KOTopoe) 60 6も山e HaCHJIHe OTb 
3eMJIH nOJIOBe11.KblH (P !) Ha Ce~MOM'b (P Ha ce~bMOM'b A HaCe，lJ.MOMb) Bも11.も 3(eMJlH) (PA 

なし)Tpo先日H(P Tpo兄HH A 30沼HH).(P .なし)PAの KOTopoeを KOTOpOぬ(くKOTopa) と訂

正することについては. Lixaeevをはじめ筆者の寓註しえたすべてのま釈喜が一致していますが， OTb 

3eMJlH nOJlOBe11.KbIH Ha CeAMOM'b Bも11.e 以 Fについては Lixaとev，Stelleckij， Nahtigal は PA
の!を採用して OOJIOBeu.KbIH!で文を切り，そのあとは Pを生かした Hace~bMOM'b Bもu.も TpOsHH

で薪しい文をはじめ，次の (LaGesteでは 153の)Bpb)Ke BCeCJIaBb )Kpe伝説以下につづけていま

す。ただ Obrφska-Jabionska(0ρ. cit.， 141)だけは文の切り方は Jakobsonと属議ですか， 3 (eMJIH) 
は挿入していません。しかし Tpo兄HHの訳は naziemic trojaIlsk容という， Jakobsonの解釈を受け

入れた訳になっています。 Jakobsonのテクストは， A の 30兄H廷に注目し M では 3(3eMJIHの略
字)TposHH となっていたに違いないと推定した結果にもとづいたものです。
私見によれば，この 1第の解釈にあたっては， J 75-77との結部にわたる類似をぜひ考患に入れる必

要があります。 (152)rそのあらそいにつけ入ってJ (J KOTOpoIO)一一(77)I公たちは…やがてはわが
身にかえるべきいさかいのたねをまく J(J Ha弓匁凶aKH兄3H [...] caMH Ha ce6e KpaMOJIy KOBaTH); 

(152) r世も末のいまJ(J Ha ceえMOM'b Bも立も〉一一(75)rはや哀蕩の時は来たJ(J Y誕e [...] HeBe-
ceJIa兄 roえHHaBbCTa♂a); (152) rトロイアの国を， (よこしま》がおそったのだJ(J 6も回eHaCHJlHe 
[...] 3 (eMJIH) TTO兄HH)一一一(76)r…《よこしま》があらわれたのだ， その《よこしま》は， 乙乙a女とな
つてトロイアの届tにこしのび入りi)• ドン近き青海原tにこ， 白烏のつばさはためかせJ(りJB官も:>CTaJIa 06H~a 

ι 
Mope色， y且OHY)このように対土比ヒしてみると，再者の呼応関係は一目捺然であります。 とくに諸公の
「内註J (~σE句a ， KpaMOJIa)によって， Iトロイアの国」仔3eMJl兄 Tpo問先〉が「よこしまJ(HaCHJlHe， 
06H)l.a)の見韓われおそうところとなった， という作者の根本思想がほぼ同じ措辞法によって表現され

ていることは，けっして偶然とは君、われません(ちなみに HaCHJlHeと 06HAaとに同じ iよこしま」と
いう訳語をあてたのは， La Gesteの H.Gregoire訳一一一双方とも laviolence-一ーにならったもので

す)。ところで普3eMJI兄 Tpo克H兎とは. Szeftelの説に従えば (LaGeste， 101 f.， 137 f.;なお 14への

筆者の注参照)， 10世紀末から 1060年ごろまでは torki の，それ以後は polovcy の夏期における滞

在地であった Dneprから Donecに至る Azov海お岸地方 (HaC双日もMbMope， y ，l1.0H討を意味し

ています。 また 76の「乙女となってトロイアの固にしのび入J った 06H)l.a は， 75-78の注で紹介し

た Jakobsonの研究によれば，窺極的には 118ら年. Igo 
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イーゴり遠征謹

153. フセスラーフ， うまし乙女を得んものと，窒を投げた。

154. 計を用いて，槍を支えに，キエフ目指して身をおどらせ，吉き都のこがねのみく

らに柄をふれた。

ellIIHb. (XpOHOJIOrs1IeCKaSI CTaTb完 KHpHKa，1136 (=6644)) この解釈を念頭においたどC，すでに
75-78の注で述べた事実，すなわち Igor'たちの敗北とそれにつづく polovcyの侵入があった 1185年

は前記天地創造腎の 6693年， つまり第70∞年期の第700年期のおわりにあたること， この第 7000年

期はピザンチン・ブルガリアの終末観文学では世界の波亡の時代と予言されていること 76の江もBa-

06Hllaの形象は， 上記終末観文学の代表作のーったる Pseudo-Methodiosの或るギリシアの verslon

の，世界の挟末にさい Lて出現する parthenosadikia に当たると考えられること， ロシア年代記の

G∞oと600とが重なった 6600(= 1092)年代のはじめの記事には Pseudoゐ1.elhodiosからの引用ない
Lその reminiscenceがとくに多いこと，などざと想起するなら. 152は. 75-78と同じように， fF名・ヵ:
1185年の諸事件を. t止界の誠亡がはじまったのではなL、かという深刻な危機惑を持って受けとめてい

たことを示す一類と取らねばならぬはずですc こう考えてきますと，この作品の中で 2度も述べられて

いる当時の終末観と強く結びついた作者の危機意識をまったく無視して Hace瓦MOMも Bもuも以下を
Vseslavの事跡に結びつける Lixacevその抱の解釈が、かに不当なもので怠るかi主多言を要 Lない

と思われます。

153. フセスラープ一一-BCeCJIaBoこの Vseslavは Polockの公 (1044-1101)Vseslav Brja己islaviと

で. Vladimi r 1 Svjatoslavicが Polockの公 Rogvolod の嬢豆ogneda(弘への注参照)を禁理強

いに妻に Lて生ませた Izjaslavの孫にあたります。被の名は所者形容詞形もふくめてすでに 144. 149， 

151に出ており，これらの霞所立たぶん 153-163のこの人物にかんするかなり長い digressionへの伏

線であったろうと思われます3 以下 Vseslavの事:跡のうち， Slovoの内'存に関誌のあるものを Ipatij

年代記から構記 Lます。

1) f疫の母は賓法によって (OTBOJIもXBOBamUI)被をそ1:.んだ勺魔法{吏いたち (BOJIbCBH)たちのすす
めにより， 11む土'F.まれるとき頭にかぶっていた「模 j(=大鰐膜?)(兄3Ba，H3BeHo)を-1=.t，産鉢巻にし
て Lめていたの突か流IfllをものともしないほeMHJIOCT珂Bも eCTbna 1王手OBOnpOJIHTb引のはこのため

である (1044年の頃L
2) 1067年彼は戦争をはじめ (3apaTHC克)，ノーヴゴロトを奪取した (1067年の項徐村訳では p.

125)" なお， Sze古el(La Geste， 140) のヲl¥.、ている第 3Novgorod年代記. 1067午・の記事によれば，

このとき VseslavはlI!rに火をかけ.聖 So五]a教会の全対産と，大濁台〈権数)と，錆〈高数)とを毛筆
っていますc

3) Vseslav が Novgorod を攻略したことを知ると. Jaroslav [Mudryj] の 3人の子，すなわち

Izjaslav， Svjatoslav， Vsevolodは，戦士たちを集めて Vseslav攻撃に向かったっ後らは Minskを

工侵略Lた後， Nemigaへ追撃したぺ iVseslavは被らに向かつて出動したc 再軍は 3月3日，大雪の日

に， Nemiga [Jll]のほとりで相会 L. 互いに攻撃しあった。激戦で (6bCTbCも可a3JIa)，多くの者ーが
たおれた。 Izjaslav，Svjatoslav， Vsevolodが勝った Vseslavは逃げた。 (1067年の項，除村訳では

125) 

4) ¥，;Jじ年の 7月， Izjaslav， Svjatoslav， Vsevolodは十字架に接吻して危害を加えぬと誓ったうえ，
Vseslavをおびきょせた今 Vseslavが Dneprを渡ったのち， Izjaslavは誓いを破り Smolensk近く

の OrsaI11のほ左りで Vseslavを捧え Kievへ連れて行き，人びとは彼を二人の息子とともに牢獄

に投じたほ Bbca江HllIaH B nopy6b Cb llBもHMaCbIHbKOMa) (1067年の項，除村訳では 125)

5) 1068年. Izjaslav， Svjatoslav， Vsevolodの軍は， Al'ta )11のほとりで polovcy と戦って破れ，
polovcyが Kiev!tl!.hを荒 Lた。 Kievの住民たちは， [大公]Izjaslav vこ向かつて polovcyと戦-うた
めに武帯主馬台 (opymb完 HKOHH)与えることを要求 Lたが， Izjaslavはこれを拒否 Lた。 Kievの人

びとは反乱を記こ L. Vse 
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木村彰一訳

!f5f5. かと見れば，血にかわくけものとなって， t支半のころ，人目しのんで、ベーノレゴ、ロ

トをおどり出た，青霧に身をばつつんで-。

てんまった語っています (153の注 5) 参照)01うまし乙友を得んものとj ゆえもBlfU幻 ce6も nぬ6y)

の{うま L乙女]がほかならねその大公位を指すことは， J~aまの指摘するとおりです。

日十をHll.、て， 槍を支えに， キエフ II指して身をおどらせ」一一-J T'b沼 K五回KaMlfnO.ll.np'b C兄 (P

IIOえ'bI1p'bC兄)0 KOIIHlf， (PA KOHH， H) CKO可HKb rpa瓦yKbleBy (P A ，) .Takobsonが PAの oKOHlf， 

u を oKOIIHH ~こ改めたのは. 154に瓦OTQeC兄 cTpymIeM'b槍の柄でふれた)とあるいfこ. 8f~ ロシ

ア誌にえ06bIT双KonHeM'b，Bb3匁THKOIIH:eM'b (武力で奪寂する〉という軍事lil誌かあることを考車し

た結果です (LaGeste， 92)のところで大公{立を手に入れるために，乗るかそるかの勝負に出(f費を投

げJBpome [...] mpe6i益)， I計器を肝しJ(KJI陪KaMlf)，f 武力に訴えJ(nO，llnpbC匁 oKOI1Hlf)， IKievへ

銚んだJ(CKO可lfK'b rpaぇyKbIeBY) というのは， Vseslavのどのような行動を指しているのか。在、見

によれば解釈はふたとおりありうるようですれ。Vseslavは Izjaslavによって Kiev郊外の牢獄 (nopy6b)につながれていたが， Kiev 市民の
反乱が起こると，これに乗じて」挙に大公位を奪取しようとたくらみ， di民となんらかの取り引きをし
(例えば Ipatij年代記 1068年の項所載の市民による Izjaslav邸の略傘?)， この武装蜂記をたくみに

利用して，郊外の牢獄から大公の部のある Kiev の「山の手J(BbpXb) へ急いだ。以仁は年代記の記

事の許す範閉での推定にもとづいた解釈で，例えば Lixacev(op. cit.， 455 f.)はこの解釈を探聞して
います。さらに彼はあくまで年代記の記事を尊重する立場から， PAの oKOHlfを生か L，Vseslavは

Izjaslavが馬を与えなかったく153の注 5)参類)ために反乱を起こした Kiev 市誌に馬を与えること

によって反乱を成功さぜた，これが KJIIOKaMlfnO.ll.npb C兄 oKOHlf の意味である，とまで主張 Lてい

ますが，レかがなもので Lょうかっ少なくとも Vseslavが Kievflj氏に馬を与えた事実は，年1¥;記に

は見当たりません。それにしても， 市民たちによって解放された Vseslavが Kiev郊外の牢獄から

!-J 11の手jへ「挑んだJ(CKO可双)という imageは， I夜半」に Kiev を出て， I夜いまだあけぬにj ト
ムータラカンに着く(159)ほど足の早かったこの人物にはあまりふさわ Lいとはいえないような気が L

ます。

2) Vseslavは，かねがねねらうていた Kiev大公位を子に入れるために，乗るかそるかの勝負に出

たっそして， d-I'略をめぐらし， f15立法によってJ/Lまれた(1531) 参出) 1雪にふさわしくあたかも槍を
大地につき立てて明をとぶような早ーさで兵を動かし， Polocl王から a挙に Kievをついた。 以上は史'人'

をあえて無視 Lた，む Lろ反対に魔術者ーとしての Vseslav伝説の motifの・つである牟:駄天走りを強

調 Lた解.釈で， 159の imageともよく合います。もっともこの解釈では Vseslavのめぐら Lた「計略i

が何であったかははっきりしませんが，そういえばりの解釈の，市民との~Jtiリワ l き J vこしたところ

で，じつは年代記には JZ も L るされていないことで，従ってたんなる 1~\Ï測にすぎません O のみならず，

もLあくまで年代u己の記事を重く見るとすれば， iiij-JlY6J をJiI¥.、たのは Izjaslav であって Vseslav
でなく (153の注 4)参j殺しこの意味で‘ Slovoの本女と矛活ーするわけです。総体的に見て， hyperbole 

や metaphor・eを縦横に駆使した 15:)-163は， あきらかに Vseslav伝説の影響を色濃く受けており，

後述のごとく，続部に至るまで史'夫と合致する 155においてすら， Vseslavはまぎれもなく莞催者とし

て掛かれているくないですから，こうした contexte のI11では，軍兵ーは 2) の解釈をとることのほうが

むしろ臼然だと考えるものです。

i 111-き者[)のこがねのみくらに析をふれたj一一J .lI.OP-Iec兄 cTpymieM'b3JIaTa CTOJIa KieBbcKaro (P 

KieBCKaro) cTpyiKieMbも KonHeM、IriJ様式力行伎を詰示していると足、われますが，ここで KonHeMも
のおーを選け， また Bも3兄THでなく.ll.OTbKHyTHc.s主をHlいて.ll.oTQeC冗 cTpymleMb と言ったのは，

Vseslavが Kie
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イーゴリ遠征語

1::)(). このブヒスラーブ，三f:J歪をつかむこと -11~j 二つ立。 一一ノーヴゴロトのi勺う七破り，

ヤロスラーブのはま;hをくじき，

P ，1) OTu HIIXもを OTalI仁しと(めたのは， I _ (15:1 ，n iL h) 主;;日)十二，]II、jιlpatij "j二{にt己のテクス
トyTalIc兄 KblaHもにヒント合i'Jたものて、しよう (LaGり te，92)。もちろん多くのtL釈れ[のよう i-=-(例

えば Lixacev，ot. ci人 457) P 0) OTb HIIX'hをノ'Eか Lて HIIX'h /，了キエプ di誌と併することも lifTl包

与すが，この氏名山Hこよ''3する名討がrIIivニ見当らないとい号難点力、おります〆

以 1. [入社 lのんでい i伐γJ. I Belgorod IBWUとレうの:)つり dるtailは， ~l 二 f l:.， ic の"己 'Ji とぴた
りと '致 L，1.おおかみへの交身 jだけヵ、 Slovo1))孔((J主U(jIJ -':-~\ /ζ:おニ，}) motif ，よ 157，15~j 一三もか"

1)返されます。

i Ji[74にJ't':(ばつつん-.J一一-.1 06十CIIC冗 (P o6tc双C九)CHH'もz.A CHHe) MfJl'ι. (PA ，) Lixacev 
(op. cit.， 457) はたんに 061限 TblIiHO'lHO誌 TbMOIO の怠味だと;!ßへていますが， liJ\hf~ 長ÛJ品アオリスト

06t，CII C完は!東林iri Vseslavが人のけよ・くらます7ごとんi二:おおかみに変身1.t.こl-.，みずから子れ、存i二， J~' 

1:"¥:包んだ i意味に免liすべきで Lょう (Obrchska-Jabtりかka，0ρ cit.， 1，1:)参照L
156. I i(:逆三二つかむ乙と 1，I，j 一一←.1 YTpも)Ke (P yTpb )Ke') Ba3HH C TPH KyCbI (P B033HH 

CTpHKyCbI A Ba3HHCTplI KYCbI)ー十(PA--- 1，) Slovo のL、わゆる TeMHbleMeCTa のひとついこ

ニではかりに.Takobsonの読み }j¥こ従レ乏しlc-e，この f誌みノ!j(よ A り YTPb)KCBa3HHcTpH KyCbI 

1 'j<も己主めずただ Ba3HlICTpH ，~: Ba3HH C TplIと切って;:'い二 1ただけのものでふたかも 2δ の j

Bb CTa 36H (d. P Bb cTac6H) といj じぷ d包といえ ~t Lょう， yTpb)Ke は教たス j ，'/ ，il( yTpbfHyTII 

"arracher， saisir"のアオリスト Jt人 Ba3HH 主主-n{! ，;，iJ Ba3Hb "chance (fortuna， tukhe)" のや数Yi
杭}払 C (十九j桁) は概数合::!Jミし， KyCb (ヱ“nl0rceau，hout， bouchee円台怠;味すると披は，r¥.、 J-j-
(La (;este， 241-24:)) えお Jakol凶 )nのほ代 p シア，ilfpl{Lt TpH)K.llbI eMy ll.OBe.lIocb ypBaTb IIO Kycy 

Y.lla可混と/ぶってレます。ただ.lakohson ~よそ山 TpmK.llbI [...] rro KyCy がどのような史%なお{

てしるかは明白していません h

この読み }jは Lixacev も主討しーζL、ますが (TpY.llbIOT .lleJla .llpeBHcpyccKo品.mncpaTypbI I1Hc-

THTyTaめTCCKO負JlHTepaTypbIAH  CCCP， XVIIl (l9G2)， 51)7ちW!t)， Stel1ぞckijtょこのような TeKCT

はこの作-JI内 CTHJIbi':'も， o6pa3hI Iこも， pHTHMHKaι も矛j百すゐ， と批判してい云す (0ρ.cit.， 189)パ

波 t'll，干の花みjjは yTph)Ke B03H3H CTpHKyChI (ニaHayTpo BOH3HλceKHpbI)，災ahtigal のそAL:上
yTpも)KeBb3Hh3H CTpHKyChI (=zjutraj pa zas以 lilhojne討ekiret 1，11行 ζ も cτpHKyChl 主義CTpHKyC

の r~_ 数沿栴 *CTpHKyCi 主，111 によ;i 地ドイツ~['í strit-ackus (J}[ 1にドイツJhメtreitaxt)にllutえすると見る
Potelmja以木内読み}j;こ従ってLるわけですυ f仁お長CTpHKyCtlロシアの J之献には込当たら1:(¥. 、gifiで

;。
地 }j， Obrcbska-Jablonska (ojJ. cit.， 1.1;りはじ/)f~~i J訴は treseniezrozumiala たと iて験ぷをあき

らめたうえで， Potelmjaや.Ta七)hsonの説より i之， B'bH3H (O)cTPbI KyCbIとi?Jtすγ L.A. Bulaxovskij 

内1泣 (C60pHHKCTaTe詰， M.-Jl.， 1950， CTp. 157-R ['F:打木見])のhふ、 cuntexteにもっとふ

1
i
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木村彰一訳

157. おおかみとなってネミーカ'へ走り一一麦打ちの平場を踏んだ。ネミーガの岸に敷

いたは，穀束ならで人の首。稽を打つは，ブランクのはがねのからさお。人の命を平場に

積んで，箕にかけて，身と魂を吹き分ける O

158. ネミーガの血に染む岸に，まかるるは， 野の幸ならで， ロシアの子らの骨また

骨。

159. 公として諸人を裁き，公としてあまたの町を治めたが，夜半ともなればおおかみ

となって走った。キエフの都を抜け出でて，夜いまだあげぬに，はやトムータラカンに走

り差く O 大ホルスの行く手をすらさえぎりとめたこのおおかみ。

れと同名の教会の基礎をおいています(lpatij年代記，時年の項，除村訳では 113)0 V sesla vのおov-

gorod攻略は. 1世紀以上もつづいた Jaroslav(およびその子ら〉のこの「ほまれJ(CJIaBa)をおびや

かすものだったわけです。

157. Iおおかみとなってネミーガヘ走りj一一JCKO四 Bお KOMも (ABOJIKO恥)，lI.O HeMHr払以ド

158のおわりまでが Nemiga の戦観 (153の注 3)参照)にかかわる部分ですc ここでも Vseslav は

155におけると同じく「跳濯するおおかみ」としてえがれています。 Nemigaは Berezinaの支流 Svi-

sloとの支流。当時この)11にのぞんで Nemiga とレう町があり，戦闘はこの町の前面で行なわれたもの

のようです (LaGeste. 141参照〉。

子左打ちの乎場を踏んだj一一一JCb，ll.y TOKb (P Cも且yぇyTOKbA Cb ，lI.y ，lI.yTOKb)従米は P の texte

どおり読んで， IDudutkiからj と訳していました〈例えばLixacev，Nahtigal， Stelleckij)o Dudutki 

は Karamzin ~こよれば Novgorod に近レ町の名の由ですが典拠立不明です。 これに対 L Jakobson 

は，lI.y，ll.y-を I'if¥:;ロシア写本に散見する音節の redoublemer誌の誤りと見て Cb，ll.yTOKb (麦打ち場を

踏んだ〉と読み， I麦打ち場」を戦場の m毛taphorique な表現と解するわけです (LaGeste. 92)。す

ぐドで人の1首が穀束に，また戦欝が麦打ちゃ吹き分け (Be完HHe)やたおまきにたとえられており，また

げんにこうした contexteではじ TOKbが 157にもう史民いられていることー-JHa TOUも>KHBOTb

(P >KHBOTb) KJI3，l1.yTb (P KJI矧 YTb)(人の命を麦打ち場に置く)ーーを思えば，この Cb，ll.yTOKbと

いう読み方はきわめて安当なものという気がします。それに Jakobsonが同じ箇所で手I¥.、ている Pote-
bnjaの説では， ロシアの民話で bogatyr' が一騎討ちをするとき， {，lI.MH TOtIOK} といえば，それは

<:0可Hma義 MeCTO瓦刀冗 nOe，ll.HHK3} の意味だと言います。 なお戦爵を農・耕にたとえることは，すでに

67にその例が見えています;J可pbH33eMλ兄 noえも KonbITbIKOCTbMH 6bIJIa IIOCも完H3，a 1王手OBilO

nOJIb匁H3:TyrolO B3bI，lI.O山 3no PyCKO設3eMJlH.

「ネミーガの岸に敷いたは， 穀束ならで人の首J-JH3討eMH3も CHonbICTeJIIOTb (P CTeJI回Tb)

rOJlOB3MH， Stelleckij (ot. cii.， 191) のヲ11.、ている Potebnja の説によれば， 造格 rOJIOB3MH は，
<:，lI.bCKaMH CもCTaBHBも KOP36J1b}，<:uepKoBb 6兄rneTbC03，l1.3Ha 6もJlbIMも KaMeHeMbTec3HbIMb} の

，lI.'bCK3MHや KaMeHeMもと同じく <:[BeIl¥eCTBO]，H3 Koero可TO-JIH60江eJIaeTC匁》をあらわします。

これに従うとすれば，上の l匂のi内:訳は， r穀束を邑で作ってまく j となります。
159. rキエフの蔀を抜け出でて・・・支り着く」一一-J HCb (P H3b) KbleBa ，lI.OpHCKa田 e，lI.O Kypb (A .) 

TMyTOpOK3H兄， (PA;)江oKyp'bは<:，lI.OneHH兄neTYXOB}.つまり「にわとりの鳴くえにJr俊明けまえ

にj の意味。夜があけると魔訟の力が失われるのでこのおおかみは夜のうちに Kiev と Tmutarakan'

との間を J 往復しなければならなかったわけですc ここでも Vseslavの辛;駄天走りの motifiJ~ hyper-
boliqueな手法で描かれています。ところで Vseslav と Tmutarakan' (29の注参照) との関係につ
いて年代記に何ひとつ語られていないことは諸家の指摘するとおりです。そこで Tmutarakan'の名は
Stelleckij (ot. cit.. 192)がL.A. Dmitriev の見解をづい、て言うように， r非常に遠い所j としてあ
げられているに過ぎない，とも考えられます。ただ Szeftel (La Geste， 141)辻，年代記 1068年の項
に， 1061年 Izjaslavに憎まれて Kievを去った Tmuatrakan'の修道長長 Nikonが五levに帰った
とあること，この Nikonは A.A. Saxmatovによれば年代記に採られた 1068年の事件 (153の詮 5)
参照) の記事の筆者であること， この記事は Vseslav vこ同情的であることなどを手がかりにして，
Vseslavが Tmut
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160. 朝まだきボーロックなるソフ fヤの鐘が，朝の祈りを告げ子ことき， この公はキエ

フにあってそのねをきいた。

161. 心は魔術師，身は二つのこの公も，あまたたび悲運に泣いた。

162. さればこそ，神にも似たる神人ボヤーン，この公を予言して，かく i主歌った。

163. {妖街をあやつる者も，設知にたけたる者も，声高らかに鳴く鳥も， 神の裁きを

のがるるすべなし》。

164. おお， ロシアの国よ、いにしえの世，いにしえの公たちをしのんで，汝のなげく

ときは来た。

165. そのかみの かのヴラジーミノレを，なんびともキエフの丘にとどめることはなし

160. I朝まだきボーロックなる…そのねをきいたJ-JTOMy Bo日OJIOTbCKも (POOJIOTCKも A
OOJIOTb CKも)II03BO臨むna3ayTpeH郎防 paHOy CB兄TbI兄 Co争e冗 BoKOJIOKOJIbI (PA :) a OHo Bo 
KbleBも 3BOHoCJIblllIa. {CB兄Ta冗 Co争諸兄》はどうやら Vseslav 自身が建立したと思われる (La

Geste， 142， Lixacev， op. cit.， 459参照)Polockの教会の名。全文の趣意は，通説では， Vseslavは
Polockの聖 Sofija教会の設のためのくTOMy!) 朝の析蕗の鐘が間っている間に Polock を出て，ま

だ鳴りおわらぬうちに Kievへ着いた，というふうに解釈されています。この解釈によれば 159におけ

ると同様， Vseslavの芋駄天走りのめざましさが強調されているわけです。 Szeftel(La Geste， 142)は

さらにこれに加えて，こか法 Vseslavが Polockおよび Kievの二つの公園を同時に支配Lたことの

symboleでもあると説いています。他方 Lixacev(0ρ. cit.， 459)はこうした解釈に異をとなえ，こ
の箆苛は，言うまでもなくほOHeQHO)，Polockの So五ja 教会が， 自分たちの公であり，教会の建立

者でもd0る設のために祈轄をささげたとき Vseslavは Kiev の牢獄で時吟していた，という意味に

取るべきだ，つまりこれは次の 161の Vseslav が「あまたたび非運に泣いたj という 1句につながる

ものだ，と主張し， Obr~bska-JabloÍlska (0ρ. cit.， 144) もこれに同調していますc いずれの解釈にも
それぞれ理があると思われますが， 159の童話詞のテンスがいずれも imperfect(cY.ll兄llIe，pa.ll兄盟e，pbIC-

Ka山 e，.llOpHCKa出 e，IIpepblcKarne) であるのに対して， 160では aorist(II03BoHHllIa， CJIbI出 a)にな

っていることを考意 Lて， Lixacevの説に従っておきます。

161. i身は二つ」一一-JB' (P Bo)ぇpy3も TもJIも PAのえpy3もは多くの研究者によってJl.I九 3色と
魂められていますか(例えば Livacev，Obr~bska-Jablo企ska， Stelleckij)， Jakobson は LaGeste の

本支ではいったん.llpo31うとしながら，様遺では吉代アイスランド語で「おおかみ人間j の形容にJ!jl..、

られる eigieinhamr (=qui a plus d'une envelopp討をよりどころにして， PAのえpy3もを生かし

ています (LaGeste， 381)。なおJl.pyrもはここではJl.BOHKI拍の意味です (Cizevska，0ρ. cit.， 134 
参照〉

162. Iさればこそ神にも似たる神人ボヤーい・・かくは歌ったJ-JTOMy Bも山e註50HHoH IIpoBoe 
(A IIepBoe)ロpHIIもBKyCMbICJIeHbI益 pe可e:Bojanが子五ーしたという意味の表現は 145，209にも出て

来ます。もっともこのふたつの箆苛は IIpoBoe[...] peQeでなく，それぞれ 145. J 11 peKo 50匁Ho
(PA 50冗Hもなし);209. PeKo 50HHちとなっていて， ffzlHiiJ IIpoBoe (=IIhpBoe IあらかじめJ) が
おりませんが contexteから言って，[子 r:i・」であることは明瞭です。

163. I妖需をあやつる者も・一神の裁きをのがるるすべな LJ--J HH XHTPY， HH ropa3.llY， HH 
11TH江路 (AHHIITHll.ね)rOpJIacTy (PA ropa3.llY) cy江a60.iKia He MHHyTH (A HeMHHYTH). この「予

言jのはじめとおわりの部分は. {Molenie Daniila Zatoξnika}の XIII世紀の version に {cYJl.a
Jl.e 60.iKHH HH XHTpyyMy， HH ropa3Hy He MHHyTHI'とあるところから， じつは当時行なわれていた
ことわざであることがおlられます (LaGeste， 43; Sfelleckij， ot. cit.， 193)。これをそのままヲIJIJぜ
ず， I烏j を持ちHlLたところに作者ーの詩的な技巧がうかがれると思いますが， PのロTHll.1Oにつづく
形容詞 ropa3.llYは Jakobsonの言うようにおそらく scribeの不正志にもとづく誤りで Lょう c 伎は

この形容詞が「九分どおり間違いなく J(selon toute probabilite)かんらい rOpJIacTy(瓦aλb，1， 936: 
ropJIa訂正五色《声の大き1..，))参照〉と書かれていたはずだと推謝しています (LaGeste， 93)。

164. f乍者はここで，みずからの「みだれほらむift({滋日予豆沼 Bpe
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えなかったO

166. しかるにいまや，かの公の旗，かなたヲューリク，こなたダヴィトと，護持しで

あれど，旗さきは散と味方にわかれてなびく。

L，たびたび遠征を行なって外散の浸入を訪い記，というにらります。作者はいわば empirebuilder 

とLての Vladimir の活動を理想と見，この理想、のかがみをこてらして現在のロシア諸公のふるまいを

暗に批判しているわけです。なお「そのかみのヴラジーミルJ(CTapbIH BJlaぇHMHp)という表現誌6に
も出ています。

166. iしかるにL、まや・・護持してあれどJ一一-J Cero 60 HbIHも CTa盟 aCTH3UP路pUKOBbI， (A ，な
し)a ，npy3iu (A a，npY3Iu)瓦aBbI，nOBbI， (P ; A .)口、まやJ(HbIHも〉の工語は Vladimirの時f¥;と
の対比をあざやかに浮き立たせています。 Rjurikと Davydについては 127の註を参黒。

f旗さきは散と味にわかれてなびく」一一JH'b p03'HO C兄 (PApo3H HOα) HM'b X060TbI nawyTb (P 
nawyT'b). (PA ，) X060TOもは竿についた部分が幅がひろく，先に行くに従って結くなる XII世紀のロ
シアの軍旗の先端を指します (Stelleckij，op. cit.， 194) 0 p03'HO C匁 HM'bX060TbI nawyTbは諸公の
[習の関係について「彼らは協力していないj とLづ意味をあらわします。類訟の表現と Lて次の 1匂を

参照 TBO員llI.UT'bU MO員 Hepo3HO eCTa (=完 C T06010 npo，nOJliKaぉ Haxo，nUTbC兄 B060POH沼

TeJlbHOM CO犯3e)(Ipatij年代記 1150年の項) (Lixacev， op. cit.， 460参照〉。すでに121-122，127の
注で述べたように， 19or'敗戦のあと， Konとak汗のひきいる polovcyのー隊が Perejaslavl'公菌へ

侵入したさい RjurikRostislaviとは Perejaslavl' の公 VladimirGleboviとの要請に応じて，

Kiev大公 Svjatoslavとともに Perejaslavl' の訪衛に加わりましたが， Rjurikの兄弟 Davydは要

請にこたえず，また Konとak軍が Rim(Rimov?)を包題したとき， Svjatoslavと Rjurikが救援に
おもむかなかったのも， Davydが来援に応じなかったためでした。 Rjurikと Davydとの旗の先がわ

かれわかれに〈予03bHO)なびく，というのはこの事実を指しています。
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